
【組織等の概要】

代表者：西川 奈緒子
養豚担当：西川 雄喜
畜種：豚、牛、羊
販売先 ： レストラン、オンラインショップ
など
Instagram：apoipork.nishikawayuki
西川さんのInstagramはこちらから →
日々の牧場の様子がアップされています。

◇【取組の経緯と概要】

子どものころから動物が好きなこともあり、高校と
大学は農業系の学校に進学。
放牧養豚をしている牧場で研修やアルバイトをし
ながら、畜産経営について学ぶ。
今の畜産は効率的に柔らかい肉を生産すること
を追求しており、家畜に自由がないと感じたこと
から、豚に自由を与えながら飼養可能な放牧養
豚を開始。
現在は２頭の繁殖豚と20～30頭の肥育豚を飼養
して、配合飼料を抑えながら、地元の粗飼料（野
菜や日高昆布など）を与え山放牧を実践。

持続可能な畜産物の生産の確立

持続可能な養豚
放牧で豚に自由を与えながら飼養する ～山放牧アポイ豚～

駒谷牧場（様似町）

画像枠2119

【今後の展望】

販売額
山放牧による飼養管理の限界と思われる年
間50頭程度まで増頭し、販売額がコストを上回
ることを目指す。
子どもへの食育
放牧は、効率性を求めず、自由でストレスの
かからない豚本来の姿で飼養していることや、
持続可能な養豚であることを子どもたちに教え
たい。
現在は地元の幼稚園の見学を受け入れてい
るので、今後さらに食育を進めていきたい。

令和５年６月作成
北海道農政事務所札幌地域拠点

放牧飼養した豚を販売するために、SNSなど
も活用しながら、自身で独自のルートを開拓。
オンラインショップや定期販売のほか、レスト
ランへと販路を拡大。

コスト削減のために配合飼料の割合を減少。
地元の副産物で飼料をまかなうことが本来
の養豚の姿であると考え、現在はとうもろこ
し等の濃厚飼料及び粗飼料は100%北海道
産を使用することで、コスト削減を達成。
豚を放牧すると土を掘って植物の根を食べ
るため、笹地が開墾される。駒谷牧場では豚
のほかにも牛の完全放牧を行っており、開
墾された笹地に牧草を植え、牛の放牧地とし
て活用するなど、山放牧は持続可能な畜産
業に寄与している。

【取組の成果】

【自由に過ごす放牧養豚の様子】


